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第二室戸台風の被害状況(II"1136年9月16日）

中学校土手の桜並木 屍で見つかった白鼻心（川股にて）
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引田城北の丸石垣（上） と化粧池内側の石垣（下）
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引田港遠望（東の丸より）



シ"

皿
一
口
】
一
Ⅵ
剛
勺
ａ
川
圃
１
０
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
’
０
口
■
官
［
’
卓
、
別
呵
。
、
Ⅱ
０
４
旬
０
『
も
儲
ｇ
ｐ
５
Ｌ

■

燭
掴
岨
岨
幣
１
Ｍ
■
畷
脱
隣

Ｆ
■
０

０

■
■
』
■
■

－＝
－

I

久米栄左衛門の製作品（引田町教育委員会蔵）
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田
の
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と
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第
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第
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場
の
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第
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田
の
製
塩
業
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・
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…
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三

第
一
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章
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田
の
村
々
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…
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…
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七
六
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元
村
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…
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・
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八
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の
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四
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仏
分
離
：
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
四
二
一

八
秋
祭
り
の
お
船
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
四
二
二

九
村
芝
居
…
…
：
．
：
：
…
…
：
…
：
…
…
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二
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一
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ス
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…
…
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…
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…
四
二
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一
二
人
形
芝
居
…
…
．
：
…
…
：
．
：
…
…
…
・
…
…
四
二
六

一
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宗
門
改
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
四
二
七

一
四
大
塩
平
八
郎
の
人
相
書
・
…
…
・
…
…
…
：
…
：
四
二
八

一
五
塩
庄
屋
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
四
二
九

一
六
馬
宿
の
浜
垣
家
…
…
…
：
…
・
…
…
…
：
…
…
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四
三
○

一
七
高
札
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
四
三
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一
八
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使
の
ゑ
た
引
田
…
…
…
…
…
．
：
…
…
…
四
三
二

一
九
海
鼠
腸
．
：
：
…
・
…
：
…
…
…
…
：
…
：
…
四
三
三

二
○
大
坂
峠
の
番
所
…
…
…
…
…
・
…
。
：
…
…
…
：
四
三
四

二
一
番
所
を
通
っ
た
人
を
：
…
：
：
…
…
…
・
…
…
：
四
三
六

二
二
大
坂
峠
の
詩
人
：
…
．
：
…
…
…
…
：
…
・
…
・
…
四
三
七

二
三
近
世
の
大
坂
峠
：
…
…
：
…
…
．
：
：
…
…
：
…
・
四
三
八

二
四
小
海
を
行
く
才
玄
：
…
…
・
…
：
…
…
：
…
…
：
四
三
九

二
五
道
し
る
べ
・
…
．
：
：
：
：
…
：
…
…
…
：
…
…
・
四
四
○

二
六
ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
・
…
：
．
…
…
…
…
．
：
：
…
四
四
一
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第1章位置。面積・人口

数
理
的
位
置
本
町
は
、
四
国
四
県
の
う
ち
最
小
面
積
県
、

香
川
県
の
最
東
端
に
あ
っ
て
、
そ
の
東
南
か

ら
南
西
、
西
北
に
か
け
三
方
を
山
で
囲
ま
れ
、
そ
の
分
水
嶺
で
徳

島
県
鳴
門
市
・
板
野
町
・
上
板
町
・
香
川
県
白
鳥
町
と
分
け
て
い

る
。
北
東
部
か
ら
西
北
部
に
か
け
瀬
戸
内
海
の
播
磨
灘
が
開
け
、

そ
の
北
東
部
・
北
西
部
の
沖
に
は
そ
れ
ぞ
れ
淡
路
島
・
小
豆
島
が

眺
望
で
き
る
。

東
西
九
・
三
艶
南
北
一
一
・
○
麓
正
方
形
に
近
い
形
を
し

て
い
る
。
こ
れ
を
緯
度
、
経
度
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
緯
三
四
度
九
分
一
○
秒
～
三
四
度
一
四
分
五
七
秒

東
経
一
三
四
度
二
一
分
一
秒
～
一
三
四
度
二
六
分
二
五
秒

第
一
節
位
置

第
一
章
位
置
・
面
積
・
人
口

交
通
的
位
置
海
岸
線
に
沿
っ
て
国
道
二
号
線
と
、
Ｊ
Ｒ

高
徳
線
が
並
行
し
て
走
り
と
も
に
高
松
、
徳

島
に
通
じ
、
町
の
西
部
を
南
西
に
県
道
引
田
・
白
鳥
線
が
国
道
三
３

ぬ

』
雨？

ひ

と

q0

号 等

&》

●

播磨灘眺望



第1編自然・環境

一
八
号
線
に
達
し
、
徳
島
県
鴨
島
町
に
通
じ
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
東
端
に
は
、
県
道
引
田
・
徳
島
線
（
旧
国
道
二
二

号
線
）
が
県
境
大
坂
峠
を
越
え
て
徳
島
県
板
野
町
・
藍
住
町
を
経

て
徳
島
市
に
通
じ
て
い
る
。
他
に
、
引
田
・
滝
の
宮
線
、
川
股
・

引
田
線
の
県
道
二
線
も
あ
る
が
、
と
も
に
未
整
備
で
県
境
は
貫
通

し
て
い
な
い
。

交
通
機
関
で
は
、
Ｊ
Ｒ
引
田
駅
・
相
生
駅
が
あ
っ
て
、
引
田
駅

は
特
急
停
車
駅
で
あ
り
、
徳
島
に
三
○
分
、
高
松
へ
は
四
○
分

と
、
一
時
間
に
一
本
程
度
が
停
車
し
て
い
る
。
高
松
・
徳
島
間
に

は
特
急
バ
ス
路
線
も
あ
り
、
二
号
線
を
通
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
約
一

時
間
一
○
分
と
一
時
間
の
距
離
に
あ
る
。
鳴
門
大
橋
を
使
え
ば
京

阪
神
で
も
日
帰
り
圏
で
あ
り
、
計
画
中
の
町
の
中
央
部
を
南
東
か

ら
北
西
に
貫
く
四
国
横
断
自
動
車
道
と
、
平
成
一
○
年
春
の
完
成

を
目
ざ
し
て
い
る
明
石
大
橋
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

第
二
節
面
積

六一

以
降
増
歩
が
確
定
し
て
い
る
も
の
に
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六

七
）
、
大
明
神
海
岸
で
㈱
青
木
建
設
が
埋
め
立
て
た
、
三
万
六
八

○
○
余
平
方
脚
と
昭
和
四
三
年
か
ら
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
か

け
引
田
漁
協
周
辺
を
町
が
埋
め
立
て
た
も
の
、
三
万
六
八
○
○
余

平
方
脚
が
あ
る
。
な
お
、
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
相
生
漁

港
周
辺
の
埋
立
て
も
確
定
す
れ
ば
こ
れ
ら
に
加
え
増
歩
が
認
め
ら

れ
る
。

埋立て中の相生漁港北西側

位
、
郡
内
八
町

の
う
ち
白
鳥
町

に
次
ぎ
二
位
で

あ
る
。
こ
の
数

字
は
国
土
地
理

院
か
ら
示
さ
れ

た
最
近
の
数
字

で
あ
っ
て
、
測

量
技
術
の
精
密

化
に
よ
り
あ
る

程
度
増
歩
し
て

い
る
。
そ
れ
以

外
に
明
治
後
期

4



第1章位置・面積・人口

あ
る
程
度
数
値
が
判
明
で
き
る
明
治
四
○
年

地
目
別
面
積

ご
ろ
の
資
料
か
ら
表
に
ま
と
め
た
が
昭
和
三

○
年
（
一
九
五
五
）
町
村
合
併
前
の
地
区
（
相
生
・
引
田
・
小

海
）
の
地
目
別
面
積
等
の
不
明
部
分
が
あ
り
、
正
確
で
は
な
い

が
、
ま
ず
田
の
面
積
増
は
、
水
利
の
近
代
化
に
よ
る
畑
の
水
田

化
、
ま
た
、
畑
の
減
少
は
水
田
化
と
と
も
に
廃
止
畑
の
山
地
化
、

宅
地
の
増
歩
は
、
生
活
様
式
の
変
革
に
伴
う
核
家
族
化
の
進
展

明治40年代と平成5年の地目別面積の比較

9. 1％ 10.2％

3.0％

1.4％

1 .2％

3,5％

その他の土地の内訳(左衰の内訳）

明治40年

0.4％

78,3％
79.6％ 2.5％

平成5年

0.5％

0.6％

2.4％

4．0％

0.6％と
、
工
場
誘
致
に
伴
う
工
場
敷
地
造
成
の
た
め
の
宅
地
化
の
二
要

素
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
四
二
年
Ｐ
安
戸
地
区
の
塩
田
の
廃
止
、
昭
和
三
年

か
ら
昭
和
七
年
に
か
け
て
の
鉄
道
開
通
に
伴
う
鉄
道
用
地
の
新
設

が
地
目
別
面
積
に
大
き
な
変
化
を
与
え
て
い
る
。

地
積
調
査
と
の
関
係
地
域
内
面
積
、
地
目
別
面
積
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ

2.5％

1.2％
8.4％

5.3％

合 針 合 計
48.062画 48.180嵐 合針4.051画 合計2.576吋

(町村統計資料） （税務硯資料）

この表は、地目毎面積の大小差が大きく、その

数字に比例した図表にはなっていない。

また、その他の土地の内訳のうち、その他に含

まれるものは、国道・県道・町道・河川敷きなど

である。

なお、雑種地、原野の分別方法は現在のそれと

大きな相違があって、比較対象はしにくいが参考

のため掲載した。

5

田

4.904酎

畑 ’657吋

宅地
1.695吋

平成5年

山林
耐

38.347

その他の

土地
2.577吋

田

4.356吋

畑 1 .445吋

宅地．599域

明治40年

山林
肘

37.61 1

その他の土地

4.051吋

埋田．172画

雑地

1 .188吋

原野

1 . 171吋

池沼
､320画

その他

1 .200画

雑地.224吋

池沼.285吋

その他

1 .951吋

鉄迦．117画



第1編自然・環境

に
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
我
が
町
の
地
積
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
説
明
す
る
。

国
土
利
用
の
円
滑
化
を
目
的
に
、
昭
和
二
六
年
、
国
土
調
査
事

業
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
本
町
で
も
昭
和
五
三
年
度

を
初
年
度
と
し
て
地
積
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
塩
屋
・
早

田
・
小
海
代
の
平
地
部
か
ら
始
め
、
こ
れ
に
引
き
続
き
引
田
地
区

の
全
域
を
五
年
間
で
終
え
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
三
年
を
か
け
相

生
地
区
の
平
地
部
全
域
と
山
地
部
の
一
部
、
平
成
三
年
度
ま
で
に

小
海
地
区
全
域
を
終
了
、
現
在
相
生
地
区
の
山
地
部
の
残
り
を
調

査
中
で
あ
る
。

調
査
は
、
旧
の
更
正
図
を
基
本
に
、
所
有
者
等
の
立
会
い
の
も

と
に
調
査
し
、
土
地
の
境
界
と
所
有
者
の
確
認
を
し
な
が
ら
、
成

果
図
と
地
積
が
表
示
さ
れ
る
。

調
査
終
了
は
平
成
八
年
を
予
定
し
て
お
り
、
現
段
階
ま
で
の
調

査
地
区
の
面
積
は
既
に
積
算
済
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
旧
地
積
と

比
較
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
山
地
の
旧
地
積
が
疎
測
量
さ
れ
て

い
る
も
の
や
、
二
重
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
、
面

菰
の
多
少
の
ず
れ
は
、
生
じ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
他
に
旧
登
記
簿
地
目
と
現
状
地
目
の
相
違
す
る
も
の
が
発
見
さ

れ
、
地
目
間
面
積
の
増
減
が
発
生
し
て
い
る
。

地積調査終了後の地区ごと地目面積の変動表（中間）
(単位随）

平成3年度までの鯛査済み地区の中間集計であり、相生地区の平地部の一部、山

間部を現在調壷中である。

長峡物とは軌道敷、道路などである。

6

地区
名
飼壷
済み
率

地目
及び面種

上段（）内は旧登記簿面穣
下段は地積鯛壷済み面穣

田 畑 宅地 山林 その他 長峡物
計

鯛査済
み後の
面種の
増減率

備 考

引田 100％
(160.77）
155．98

(28.82）
26．22

(74.28）
79．43

(153.8）
174．18

(42.32）
53．58 89．89

(460.00）
579．28 126％

・
女
含

通全島
松島・
郎島を
む

相生 88％
(137.45）
140．34

(21.63）
15．87

(48.41）
54．11
(206.76）
167．52

(47.01)
36．21 56．30

(461.26）
470．35 102%

闘査地区
内の桑の
対比であ
る。

小海1100％ (稀:謡
(12.37）
11．82

(13.87）
17．36

(1,089）
922．08

(29.99）
22．20 42．28 総甥） 90％

減率の
ち荒
・成松・
北・新
間・南
を除く
の小字
全ては
種が減
してい

回

増
う
井
川
平
谷
他
の
面
少
る

計 97％
(391.78）
396．85

(62.82）
53．96
(136.56）
150．90

(1,449.5）
1,263.78

(119.32）
111．99 188．47 {淵關 106％



第1章位腫・面積・人口

平
成
四
年
度
の
我
が
町
の
常
住
人
口
は
九
六

人
口

六
七
人
、
人
口
統
計
資
料
が
判
明
で
き
る
九

○
余
年
前
、
す
な
わ
ち
明
治
三
三
年
の
一
万
三
一
九
人
（
引
田
・

相
生
・
小
海
の
合
計
）
に
比
べ
、
僅
か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
国
の
内
外
を
通
じ
て
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
（
事

そ
の
間
、

人口と世帯数の推移

一
五
、
○
○
○
人

第
三
節
人

一
○
、
○
○
○
人

一
一
一
、
○
○
○
戸

二
五
○
○
戸

三
○
○
○
戸

一
、
五
○
○
戸

年度

明治33年

38年

43年

大正4年

9年

14年

昭和5年

10年

15年

20年

25年

30年

35年

40年

45年

50年

55年

印年

平成2年

－

1■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■

5
F 一

世琳融戸
l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

一

口

変
・
戦
争
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
増
減
は
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
後
の
昭
和
二
五
年
ご
ろ
は
ま
だ
大
戦
中
の
余
韻
で
、
戦

災
を
さ
け
る
た
め
、
都
会
を
脱
出
し
、
疎
開
し
て
い
た
人
た
ち

が
、
戦
後
も
し
ば
ら
く
地
方
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
万
三
○
○
○
余
人
と
我
が
町
の
人
口
の
ピ
ー
ク
を
示
し

た
。
そ
の
後
、
時
代
の
す
う
勢
で
転
出
が
増
え
、
社
会
動
態
に
よ
る

減
少
と
、
出
生
減
に
よ
る
自
然
減
が
重
な
り
あ
っ
て
、
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
昭
和
二
一
年
、
現
行
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
た

世
帯
数

こ
と
に
伴
い
戸
主
主
義
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

夫
婦
主
義
制
度
の
確
立
で
世
帯
数
は
急
増
、
昭
和
一
五
年
の
人

口
、
九
八
二
五
人
に
対
し
世
帯
数
二
○
二
二
戸
、
平
成
二
年
度
で

は
人
口
九
八
四
二
人
で
世
帯
数
が
二
九
五
五
戸
、
更
に
、
核
家
族

化
が
進
む
に
つ
れ
世
帯
が
増
え
続
け
、
前
者
が
一
世
帯
当
た
り

四
・
九
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
三
・
三
人
と
大
き
な
差

が
生
じ
て
い
る
。

近
年
の
、
生
活
様
式
の
近
代
化
は
ま
す
ま
す
核
家
族
化
を
促

し
、
世
帯
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
（
表
参
照
）

参
考
、
昭
和
二
一
年
以
前
の
家
族
制
度
（
世
帯
）
は
、
そ
の
家

7



第1編自然・環境

の
家
長
す
な
わ
ち
戸
主
を
代
表
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
が

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
現
行
法
が
施
行
さ
れ
戸
主
一
世
帯
主
義
か

ら
、
夫
婦
一
世
帯
主
義
に
改
正
さ
れ
た
。

人
口
構
成
密
罐
渥
雀
轌
噛
韮
塙
齢
化
は
大
き
な
社
会
間

我
が
町
で
も
例
外
で
は
な
く
、
表
（
昭
和
五
三
年
八
月
末
現

在
）
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
は
ま
す
ま
す
不
安

定
化
を
示
し
、
崩
壊
寸
前
の
形
で
あ
る
。

今
ま
で
の
人
口
構
成
図
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
は
、
そ
の
名
の
示
す

ご
と
く
土
台
が
大
き
く
、
正
三
角
形
を
形
成
し
て
い
た
が
、
高
齢

5歳段階別人口ピラミッド

（昭和53年8月末現在）

四
○
０
人

四
五
○
人

三
○
○
人

二 0 －

o o 人 o 5 号 ：豐高
○ O

R R R RR齢人 人

5歳段階別人口ピラミッド

（平成5年'1月末現在） 蔓 化
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
頂
点
は
し
だ
い
に
上
方
に
向
い
て
伸
び

続
け
、
一
方
、
出
生
数
の
減
少
か
ら
そ
の
土
台
の
貧
弱
化
が
ま
す

ま
す
進
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
代
別
の
突
出
部
、
減
少
部
を
二
、
三
の
要
因
に
つ
い

て
表
五
歳
段
階
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
昭
和
五
三
年
八
月
末
現

在
）
で
説
明
す
る
。

四
五
歳
か
ら
四
九
歳
代
ま
で
の
突
出
部
は
、
い
わ
ゆ
る
復
員
子

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
で
、
出
征
兵
士
の
帰
還
に
よ
っ
て
生

じ
た
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
激
増
期
の
人
口
で
あ
り
、
二

五
歳
か
ら
二
九
歳
代
の
突
出
部
は
第
一
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま

鯉人口 9‘814人

男叶4′“5人

政

4”人 60敗～“虚 4妬人

当説 ：:謡：
392人 45鯉～49蛾

人

三 四四

O ○五
○ ○○
人 人人

四
○
○
人

四
五
０
人

二
○
○
人

－
０
０
人

０
人

－
０
０
人

二
０
０
人

三
○
○
人

8



第1章位置・面積・人口

ひ
の
え
う
山

間
丙
午
と
は
、
暦
の
十
干
、
十
二
支
の
組
合
せ
で
あ
っ
て
、
六

○
年
に
一
度
あ
る
。
昔
か
ら
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
女
の
子
を
迷

信
的
に
忌
永
嫌
う
因
習
に
と
ら
わ
れ
、
そ
の
因
習
が
い
ま
だ
に

残
り
女
の
子
を
産
む
こ
と
が
避
け
ら
れ
て
き
た
。

人
口
動
態
人
口
動
態
の
主
な
も
の
に
人
口
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
生
活
の
近
代
化
が
も

た
ら
し
た
経
済
的
観
念
に
よ
る
女
性
の
社
会
進
出
が
め
ざ
ま
し

く
、
新
生
児
の
出
生
減
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ほ
か
に
、
産
業
活
動
の
多
様
化
の
な
か
、
第
一
次
産
業
か
ら
第

三
次
産
業
へ
の
移
行
が
め
ざ
ま
し
く
、
第
三
次
産
業
の
多
い
都
会

へ
の
流
出
が
若
者
の
間
で
多
く
、
地
方
で
は
過
疎
化
が
進
行
、
人

口
の
減
少
に
大
き
な
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

れ
た
人
た
ち
が
生
産
年
齢
に
達
し
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。ひ
の
え
う
ま

昭
和
四
一
年
の
丙
午
が
も
た
ら
し
た
、
出
生
激
減
期
の
年
齢
層

が
生
産
年
齢
に
達
し
、
出
生
減
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
、
若
者
の

田
舎
離
れ
の
増
加
に
よ
っ
て
昭
和
五
○
年
あ
た
り
か
ら
、
し
だ
い

に
出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
。

樹
産
業
区
分
の
説
明

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

農
業
、
林
業
、
漁
業

工
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
、
水
道
業
、
運

輸
・
通
信
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
金
融
・
保

険
業
、
不
動
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
公
務

9



第1編自然・環境

構
造
線
と
構
造
帯
麺
笠
幽
繩
庫
“
鵬
“
柵
鰄
罐
討
澤
準
蛙

域
の
境
に
あ
る
大
断
層
線
の
こ
と
を
構
造
線
と
い
い
、
そ
の
構
造

線
と
構
造
線
の
間
の
面
を
構
造
帯
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
属
す

る
主
な
地
域
の
名
称
を
と
っ
て
、
秩
父
帯
。
四
万
十
帯
・
領
家
帯

な
ど
と
称
し
て
い
る
。

構
造
線
で
は
、
東
北
日
本
と
西
南
日
本
と
に
大
別
さ
れ
る
、

い
と
い
が
わ

糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
と
、
再
び
西
南
日
本
を
内
帯
と
外
帯
に
分

け
る
中
央
構
造
線
が
あ
り
、
前
者
は
新
潟
県
で
日
本
海
に
注
ぐ
糸

魚
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
松
本
市
を
経
て
静
岡
市
か
ら
太
平
洋
に
抜

け
て
い
る
。

中
央
構
造
線
は
、
熊
本
県
八
代
市
か
ら
大
分
県
、
愛
媛
県
松
山

第
一
節
日
本
列
島
と
本
県
の
地
質
概

要
第
二
章
地
質

協
篭
Ｉ
Ｉ 護

魚
川
。
静
岡
構
造
線
の
中
部
で
直
角
に
交
わ
っ
て
い
る
。

中
央
構
造
線
が
走
る
阿
讃
山
脈
は
和

香
川
県
の
地
質
概
要
泉
砂
岩
層
と
呼
ば
れ
る
堆
積
岩
か
ら

■
■
も

、
刮
毎
″
昇

叡
齢
」鼬

▼

一ｰ 唖

』齢一二:潔冒.兵
△宅

哩一吟勺

城山の岩層磯岩と泥岩互層の中の泥岩層が波で浸

食されて、空洞化されている。

市
を
経
て
、

讃
岐
平
野
の

南
を
東
西
に

連
な
る
阿
讃

山
脈
を
通

り
、
淡
路
島

南
淡
町
を
抜

け
、
阪
南
和

泉
か
ら
紀
伊

半
島
中
央
部

を
横
切
り
、

知
多
半
島
の

基
部
か
ら
糸

10



質

香川県周辺の地質構造区分図

第2章地

な
っ
て
お
り
、
讃
岐
平
野
の
大
部
分
は
西
南
日
本
内
帯
に
属
し
、

領
家
帯
と
呼
ば
れ
る
地
質
構
造
帯
に
あ
り
、
領
家
花
崗
岩
で
形
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
讃
岐
平
野
の
大
半
の
地
質
は
、
領
家

花
崗
岩
又
は
そ
の
沖
積
層
で
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
山
地
で
は
花

崗
岩
の
風
化
に
よ
る
マ
サ
士
化
が
進
み
、
土
石
流
災
害
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

西南日本内帯

岡山o 空ご◎

◎

歌山

燕噸

多塑:霊多塑:霊 四万十帯帯

浦日本外議西南
高知

0： 、 I50kIn
1" ‐I"” Y ” ＄

我
が
町
は
、
阿
讃
山
脈
を
形
成
す
る
中
央
構

表
層
地
質
造
線
が
町
の
南
部
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
表
層
地
質
も
実
に
複
雑
で
あ
る
。
図
に
示
す
と
お
り
、
南
部

山
岳
地
帯
か
ら
中
央
部
ま
で
、
中
央
構
造
線
特
有
の
和
泉
砂
岩
で

覆
わ
れ
沈
澱
作
用
で
生
じ
た
、
泥
が
ち
堆
積
物
が
未
固
結
堆
積
物

ひ
け
た
け
つ
が
ん

と
し
て
日
本
地
質
学
名
上
か
ら
も
、
引
田
頁
岩
と
命
名
さ
れ
、
坂

元
・
南
野
・
黒
羽
。
川
股
・
県
境
に
至
る
山
地
で
互
層
し
て
い

る
。
花
崗
岩
は
、
翼
山
・
城
山
の
各
頂
上
か
ら
北
と
与
治
山
に
至
る

山
地
を
覆
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
町
内
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
属
す
る
平
地
（
岩
崎
橋
か
ら
北
、
安
戸
地

区
全
域
）
は
こ
の
花
崗
岩
の
風
化
沖
積
層
砂
が
ち
堆
積
物
で
覆
わ

れ
て
い
る
。
城
山
の
北
西
部
と
与
治
山
の
北
部
の
と
も
に
限
ら
れ

た
ご
く
一
部
の
箇
所
に
は
、
半
花
崗
岩
層
が
見
ら
れ
る
。
城
山
の

東
半
分
、
翼
山
の
大
部
分
、
小
海
・
川
北
の
北
側
一
帯
は
半
花
崗

岩
混
じ
り
の
磯
創
層
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
川
北
か
ら
北
谷
、

第
二
節
地
質
特
性
と
地
形

11



第1編自然・環境

引田町表層土壌区分図

函罰砿君
匡至ヨ砂迦魁噸＃均
E一]和隅貯岩がら壇哨謝
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質第2章地

白
鳥
町
境
に
か
け
て
、
花
崗
岩
の
砂
岩
層
が
み
ら
れ
る
。

川
股
西
部
か
ら
黒
羽
南
部
の
山
地
に
か
け
て
の
礫
岩
は
和
泉
砂

岩
層
の
中
に
あ
り
、
性
質
的
に
は
前
者
と
は
違
っ
た
礫
岩
で
そ
の

礫
岩
の
中
に
は
徳
島
県
の
秩
父
帯
・
三
波
川
帯
の
礫
（
小
石
又
は

石
こ
ろ
）
を
含
ん
で
お
り
、
地
区
内
で
は
豆
石
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
小
海
平
地
の
う
ち
川
原
谷
の
一
部
を
除
く
全
平
地
と
、
引
田

塩
屋
・
赴
田
・
小
海
代
・
沖
代
・
畑
方
の
区
域
が
頁
岩
と
和
泉
砂

露出した黒色泥岩層

岩
の
泥
が
ち
堆
積

物
で
あ
る
。

相
生
地
区
全
域

と
小
海
の
川
原
谷

地
区
の
上
部
で

は
、
和
泉
砂
岩
に

よ
る
礫
混
じ
り
砂

が
ち
堆
積
物
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
こ
の
地
区

一
帯
で
は
土
地
の

保
水
力
が
乏
し

い
０

け
つ
が
ん

引
田
頁
岩
の
下
層
部
位
に
は
放
射
線
強
度
が
自
然
係
数
の
一
・

三
倍
か
ら
二
○
倍
も
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
黒
色
泥
岩
が
あ
っ

て
、
町
の
東
端
県
境
の
海
岸
線
（
碁
の
浦
）
か
ら
、
川
股
の
中
原

宅
の
裏
を
経
て
、
千
足
ダ
ム
に
向
か
う
線
上
に
延
び
て
お
り
、
中

原
宅
の
裏
、
保
田
池
の
上
流
、
小
坂
川
の
上
流
な
ど
は
水
の
浸
食

で
川
底
（
谷
底
）
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
県
境
の
海
岸

で
現
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
礫
の
角
が
波
に
浸
さ
れ
、
角
が
取

れ
形
が
丸
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
碁
石
に
な
ぞ
ら
え
そ
の
海
岸

を
碁
の
浦
と
呼
ん
で
い
る
。

地
形
地
形
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
上
げ

ら
れ
る
の
が
相
生
の
扇
状
地
で
あ
る
。
馬
宿

川
が
自
由
奔
走
し
て
い
た
時
代
に
、
風
化
破
砕
し
や
す
い
和
泉
砂

岩
礫
を
大
量
に
流
水
時
ご
と
に
平
地
部
の
あ
ち
こ
ち
に
送
り
込
み

堆
積
さ
せ
た
の
が
こ
の
一
大
扇
状
地
造
成
の
起
因
で
あ
る
。
沖
合

か
ら
眺
め
る
と
き
そ
の
容
姿
は
実
に
雄
大
で
あ
っ
て
地
質
学
上
か

ら
も
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

小
海
川
の
源
流
も
同
じ
和
泉
砂
岩
で
は
あ
る
が
頁
岩
層
に
沿
っ

て
流
れ
る
せ
い
か
流
速
が
緩
や
か
に
な
り
、
そ
の
礫
は
細
礫
か
ら

砂
混
じ
り
と
な
っ
て
、
そ
の
沿
岸
部
で
は
三
角
洲
性
の
氾
濫
原

（
塩
屋
・
小
海
代
）
が
で
き
て
い
る
。

13



第1編自然・環境

あ
っ
て
、
浜
堤
の
内
陸
側
で
は
排
水
不
良
の
後
背
湿
地
が
現
れ
て

い
る
。
こ
の
後
背
湿
地
は
国
道
二
号
線
に
沿
っ
て
木
場
・
役
場

付
近
・
駅
前
辺
り
ま
で
が
湿
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
立
証
で
き

推
す
い
け

る
。
な
お
、
こ
の
名
残
り
に
寺
町
の
南
辺
り
を
蓮
池
と
称
し
て
い

た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
馬
宿
川
は
、
扇
状
地
造
築
の
た
め
海
岸

線
ま
で
の
流
失
礫
が
少
な
く
、
浜
堤
の
規
模
は
小
さ
く
、
現
在
の

国
道
二
号
線
敷
地
位
ま
で
し
か
造
れ
ず
、
後
背
湿
地
が
Ｊ
Ｒ
線

座

F

相生地区の大扇状地

こ
の
二
つ
の
河

川
は
浜
堤
の
造
築

に
も
寄
与
し
、
小

海
川
か
ら
流
出
さ

れ
た
細
礫
は
、
我

が
町
特
有
の
北
西

の
風
に
流
さ
れ
て

畑
方
地
区
一
面
に

波
浪
で
打
ち
上
げ

ら
れ
、
大
き
な
浜

堤
を
造
っ
た
。
現

在
の
本
町
通
り
が

そ
の
名
残
り
で

路
近
辺
で
終
わ
っ
て
い
る
。
文
献
に
よ
る
と
浜
堤
に
は
道
路
が
で

き
、
浜
街
道
が
発
達
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
集
落
が
で
き
発
達
し
、

村
と
な
り
町
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
あ
る
。

が
た

安
戸
池
、
大
池
は
共
に
潟
湖
で
あ
っ
て
与
治
山
の
花
崗
岩
が
風

化
崩
壊
し
、
波
浪
で
砂
化
さ
れ
そ
の
砂
が
北
西
の
風
波
に
よ
っ
て

一一一一一一一一一一一一一一 ．‐一－

断大一層を想像させる山の裾野

運
ば
れ
寄
洲
現
象
に
よ
っ
て
堤

防
が
形
成
さ
れ
海
と
隔
絶
さ
れ

塩
水
池
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
坂
元
・
南
野
・
黒

羽
・
吉
田
・
赴
田
・
小
海
近
守

ろ
く

に
至
る
南
山
麓
で
は
一
大
断
層

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
山
の
勾
配

又
は
高
低
の
、
極
端
な
差
異
の

現
れ
る
箇
所
が
連
な
っ
て
い
る

が
、
風
化
の
激
し
い
頁
岩
層

と
、
比
較
的
風
化
の
緩
慢
な
和

泉
砂
岩
層
と
の
風
化
速
度
の
違

い
か
ら
こ
の
よ
う
な
断
層
地
形

が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
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第2章地 質

現
象
に
よ
っ
て
現
在
の
引
田
の
地
形
が
で
き
て
い
る
が
、
今
で

は
、
治
山
・
造
林
・
砂
防
・
防
波
堤
等
あ
ら
ゆ
る
防
御
策
技
術
が

進
歩
し
、
大
き
な
地
形
の
変
動
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

近
年
に
起
き
た
大
き
な
地
殻
変
動
で
は
、
昭
和
二
一
年
一
二
月

二
一
日
に
起
こ
っ
た
南
海
地
震
で
あ
る
。
午
前
四
時
半
ご
ろ
、
マ

グ
’
一
チ
ュ
ー
ド
八
・
一
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
香
川

県
内
で
の
被
害
状
況
は
、
死
者
五
一
名
住
居
の
全
壊
六
○
八
戸
、

家
屋
の
半
壊
・
焼
失
・
流
失
な
ど
六
四
○
○
戸
余
、
我
が
町
で
は

死
者
・
倒
壊
家
屋
等
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
海
岸
線
の
陥
没
が
始

ま
り
、
地
震
発
生
後
数
年
間
で
三
○
数
琴
の
地
盤
沈
下
が
続
き
、

つ
い
に
波
の
打
ち
上
げ
る
な
ぎ
さ
海
岸
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。

鉱
物
我
が
町
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
北
部

の
花
崗
岩
地
帯
か
ら
始
ま
り
、
南
東
部
の
県

境
阿
讃
山
脈
の
和
泉
砂
岩
地
帯
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
区
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
帯
は
あ
る
も
の
の
鉱
物
ら
し
き
も
の

は
見
当
た
ら
ず
、
た
だ
、
引
田
頁
岩
が
鉱
物
と
い
う
よ
り
も
資
源

と
し
て
露
天
採
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
セ
メ
ン
ト
材
料
の
一
部

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
昭
和
四
○
年
（
一
九
六
五
）
五
月

か
ら
、
㈱
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
エ
事
（
現
㈱
青
木
建
設
）
の
手
で
、
赴

田
、
吉
田
地
区
か
ら
採
掘
が
始
ま
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
遜

田
地
区
に
あ
る
福
祉
施
設
、
体
育
施
設
な
ど
は
採
掘
前
は
、
標
高

二
○
～
三
○
瞬
余
の
丘
陵
状
の
山
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
、
そ
の
採
掘
跡
地
を
使
用
し
て
い
る
。

化
石
と
は
、
過
去
に
生
息
し
て
い
た
生
物

上

石

１

（
古
生
物
）
の
遺
骸
や
、
足
跡
、
生
活
痕
等

過
去
の
痕
跡
が
地
層
中
に
残
り
、
形
象
化
し
て
、
現
在
に
至
り
発

見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
生
物
の
遺
骸
や
生
痕
な

ら
、
す
べ
て
化
石
に
な
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
次
の
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
。

①
そ
の
古
生
物
が
そ
の
地
域
で
数
多
く
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
。

②
化
石
と
な
っ
て
残
り
や
す
い
固
い
歯
・
骨
・
殻
を
も
っ
て
い
た

声
」
，
〆
』
。

③
古
生
物
の
死
後
、
速
や
か
に
堆
積
物
に
覆
わ
れ
る
こ
と
。

④
古
生
物
の
遺
骸
や
生
痕
を
含
ん
だ
地
層
が
、
化
学
的
、
物
理
的

影
響
を
受
け
な
い
こ
と
。

こ
の
要
件
を
も
と
に
、
我
が
町
の
化
石
産
地
を
調
べ
て
み
る

と
、
花
崗
岩
地
帯
で
は
こ
の
要
件
に
適
合
せ
ず
、
た
だ
貝
殻
層
と

し
て
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
こ
こ
を
除
く
和
泉
砂
岩
地
帯

で
見
受
け
ら
れ
る
。
主
な
発
見
場
所
は
、
坂
元
川
上
流
（
宗
極
池
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第1編自然・環境

"爾寿三'‘
画

モ
）
の
化
石
と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
海
北
谷
、
小
入
谷
で
二
枚
貝

の
化
石
が
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
沖
積
層
で
あ
る
沖
代
か
ら
は
遺
跡

（
住
居
跡
）
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
る
。

三

侭
“
一
一
一
一
一
二
Ｆ
“

刃
〃
隙
”
〃

一
ｑ
Ｑ
ロ

ー
詠
一
悪
喜
．
『
〆

畠
字
皇
〃
に
』
》
画
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
室
一

1

『

＝

Ｉ
ｒ
Ｌ

一
三
『

や

』
｝ 1

ーニー

和泉砂岩（

(アヤメ石）

の
上
を
含

モ

マ
む
）
で
の
ア

アイ

ン
モ
ナ
イ

ダコ

ト
、
川
股
池

と石

（
ダ
ム
）
下

化

流
で
の
あ
や

トイ

め
石
（
あ
や

ナモ

め
に
似
て
い

ン

ァ
る
と
こ
ろ
か

た出
ら
あ
や
め
石

ら
ｊ
、
石
と
い
わ
れ
て

浄
化
礫
の
い
る
）
が
、

く
ｊ
岩
石
実
際
に
は
古

織
雅
畷
（
壼

谷
、
小
入
谷
で
二
枚
貝

県
境
、
町
境
と
も
に
際
立
っ
た
峰
山
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、

伝
説
、
信
仰
な
ど
に
出
る
有
名
な
山
も
な
く
、
山
岳
名
を
上
げ
る

に
は
余
り
に
も
資
料
が
乏
し
い
が
、
そ
の
中
で
も
や
や
有
名
な
山

岳
名
等
主
な
も
の
を
上
げ
て
ゑ
よ
う
。

大
字
南
野
宗
極
池
の
南
、
古
く
は
干
ば
つ
時

龍
王
山

に
こ
の
山
で
焚
き
火
を
か
ざ
し
雨
乞
い
を
し

た
と
の
言
伝
え
が
あ
る
。
標
高
四
七
五
燐
、
県
境
を
思
わ
せ
る
が

県
境
よ
り
約
五
○
○
脚
北
西
手
前
寄
り
で
あ
る
。

龍
王
山
か
ら
西
方
約
二
蕊
に
ビ
ク
山
が
あ

ビ
ク
山

り
、
山
頂
に
は
観
音
座
像
が
北
方
に
向
け
ら

れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
際
立
っ
た
峰
山
で
は
な
い
が
標
高
四
五

一
ハ
●
二
一
榊
御
ｏ

鉢
伏
山
川
股
池
（
川
股
ダ
ム
）
南
東
二
蔦
に
あ
り
、

一
本
松
越
え
の
東
約
一
・
五
蕊
に
あ
る
。
標

第
三
節
地
勢

一
山
岳
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荒
倉
谷
の
真
南
に
あ
っ
て
、
標
高
六
九
一
・

大
山

三
鮒
。
我
が
町
の
最
高
峰
で
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

無
線
中
継
塔
の
西
五
○
○
脚
に
あ
る
。
こ
の
山
の
南
東
裾
野
に
徳

だ
い
さ
ん

島
県
大
山
畑
が
あ
り
真
言
宗
準
別
格
本
山
大
山
寺
が
あ
る
。

千
足
ダ
ム
西
谷
の
詰
め
、
か
の
有
名
な
阿
古

天
井
山

津
（
赤
穂
津
と
も
い
う
）
大
師
堂
か
ら
一
麓

南
に
あ
る
、
六
二
六
・
六
脚
の
峰
、
こ
の
山
が
県
境
で
の
西
端
で

白
鳥
町
と
も
接
し
て
い
る
。南
西
か
ら
北
西
に
か
け
て
、
町
界
の
山
々

そ
の
他
の
山
々

に
は
小
海
ト
ン
ネ
ル
跡
の
南
に
、
一
三
五

脚
、
北
側
に
一
四
三
鮒
、
こ
こ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
二
三
一
、
二

四
五
、
二
三
五
脚
と
並
び
、
与
治
山
に
至
っ
て
は
一
五
一
・
三
脚

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
町
内
平
坦
地
に
あ
る
小
山
に
は
、
薬
師
山
二
五
・
五
、

質
役
場
前
（
引
田
駅
東
）
の
神
山
一
三
。
六
、
翼
山
一
二
五
、
城
山

八
二
・
三
脚
等
が
あ
る
。

地章２第

高
四
三
九
・
四
脚
。

瀬
戸
内
小
雨
地
帯
に
属
す
る
我
が
町
は
、
年
間
降
雨
量
が
少
な

い
上
、
町
界
の
分
水
嶺
か
ら
海
ま
で
の
距
離
が
短
く
川
底
勾
配
が

急
で
緩
流
水
と
な
る
河
川
が
少
な
く
、
水
利
を
必
要
と
す
る
農
耕

は
不
便
を
極
め
、
特
に
稲
作
に
は
水
利
が
欠
か
せ
ず
、
古
く
か
ら

溜
池
を
構
築
し
て
利
水
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
原
始
農

業
で
は
、
大
量
の
水
を
必
要
と
せ
ず
圃
場
の
狭
小
さ
も
あ
っ
て
田

植
え
前
に
一
度
冠
水
し
て
お
け
ば
後
は
谷
川
な
ど
か
ら
少
量
の
水

で
賄
え
た
も
の
で
、
余
り
大
き
い
溜
池
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
農
業
の
近
代
化
に
と
も
な
い
、
大
規
模
の
用
水
が
必
要

と
な
り
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
末
期
に
か
け
し
だ
い
に
溜
池
も
大

型
化
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
状
況
下
に
あ
る
香
川
県
全
域
で
は
大
規
模
潅
概
用

水
の
確
保
を
め
ざ
し
て
徳
島
県
吉
野
川
か
ら
の
導
水
事
業
を
行

い
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
七
月
二
二
日
町
内
の
石
引
池
ま

で
導
水
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
順
次
黒
羽
の
下
内
池
、
保
田

池
、
南
野
の
宗
極
池
ま
で
導
水
さ
れ
た
（
一
九
九
三
）
。

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
三
月
、
防
災
と
用
水
を
兼
ね
た
多

目
的
ダ
ム
（
千
足
ダ
ム
）
が
竣
工
さ
れ
我
が
町
の
水
事
情
は
一
変

二
溜
池

17



第1編自然・環境

町内地区ごとの溜め池の名称など

‐
おき 0.12 U､8 安F

0.04 0．1 〃

0.25 0．7 〃

3.0 1 5.0 1 "

0.3 0．7 〃

0.9 1．5 〃

0.5 1 0.8 1 "

0.24 0．3 〃

0.15 0．2 〃

0．041 0.2 I "

0．44 0．6 〃

0．09 0．2 〃

0.18 0．1 〃

0.151 0.2 1 "

12 05 〃『 ].37 ［

］2 ［

1.8

0.4 0.5

0.14 0．5

1．0 3．C

3．2 0．6

3．1 0．1

105 0 1

大畑旭

新寺池

淵南寺枇

寺池 1.3
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溜め池名 ふりがな
受益面

積万㎡

貯水盆

千㎡
所在地 溜め池名 ふりがな 受益面

積万㎡

貯水量

千㎡
所在地

池
池
池

引
引
上

石
石
谷

上
中
足

かみいし

びき

なかいし
びき

あしだに
か桑

1.1

1.1

0.6

０
４
６

ｃ
ｅ
■

２
０
０

吉田

″
″

池
池
池

蔵
谷
消
の
篭
猪

池
池
上
下
谷
谷
大
大

浦田池

鎮神池

太郎潟

上の池

樋助谷池

観音池

せいぞう

いのたに

かご

に
に
た
た

お
承
お

お
か
お
しも

うらた

ちんじん

たろうが
た

うえのい
け

どんすけ
たに

かんのん

５
５

６
０
０
６
３
０
４
６
０
５
２

■
■
●

●
●
●
合
●
■
ｅ
●

０
４
５
３
７
２
３
０
１
０
２

4．0

2．5

4．5

9.0

10.0

1．5

14．2

2．5

1．5

0．5

4．0

坂元

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

池田池

池田池小池

宗極池

永峰池

いけだ

いけだい
けこいけ

そうごく

なが象ね

3．2

0.4

45.0

0．28

10．0

3.5

151.6

0．4

南野

″
″
″

川股池

小路池

かわまた

こうじ

310.0

300.0

272.0

218.9

川股

〃

下内小池

池
池
池
池
池
池

内
田
谷
晶
谷

下
保
東
三
水
橘

しもうち
こいけ

しもうち

ほた

ひがし

詮たに

ずいしよ
う

たちぱだ
に

0．07

16．5

上の小池

１
４

卑
由

０
０

下の小池

35.0

0.3

78.5

0．4

0.5

30.0

黒羽

″
″
″
″
″
″
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WJ
O､03

0．72

0．06

0．15

0．12

0．2

0．26

0.06

0．12

0．03

1．1

I
5．5

1M
0．12

0．6

0．21

0．18

ね
た
た
し
し
か
に
い
に
た
い
い

承
だ
た
が
た
う
が
が

”
麺
霊
〃
鑑
轌
ど
も
ん
し
よ
ん
ん
み
ん
も

◆
込力
く
な
お
な
に
ま
に
ふ
き
あ
も
あ
み
か
こ
し
に
ひ
ん
し
し
か
し
し

癌
〃
〃

田

″
″
″
″
″
″
″
″

赴
４

q3 1 q6

f
43．0 1 6．0 〃

Ii
43．0

3．0

2．6

2．6

1．0

1．9

1．9

3．3

0．15

0．4

21．0

0．16

5．5

1．0

0．18

0．2

0．6

0．15

0．5

l.2

10．0

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

0．261 0．5 1 〃

ま
ま
承
ん
い
お
う
に
ま
に

や
し
ゃ
が
し
か
の
だ
ど
の
だ
し
た

か
が
か
し
が
な
ん
に
き
お
ん
た
か
お

な
ひ
な
い
ひ
た
か
た
お
お
り
て
き
た
お

罐
〃

0.4

185.0

0.2

0．4

7．0

60．0

3．0

4．0

0．1

0．3

0.12

20.0

0．15

0．11

0．12

15．4

0．45

1．0

0.1

0.3

〃

″
″
″
″
″
″
″

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

麺
〃
〃
〃
〃
〃

ち
に
ぐ
た
ず
ぱ
う
も
か
み

み
か
お
し
な
か

0．24

3.0

12.0

2.0

2．0

0．5

0.3

10.0

60.0

1．5

4．0

1．5

水口池

椛谷池

王池

下池

中池

上池
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のたら谷池農たらた
六車池むぐるま

新池しん

仁池に

悪四郎池脅くしろ
新池しん

こすが池

遅越池おそごえ

慶見池ひろ象

熊谷池くまたに

馬の小谷池蕊のこ
摺鉢池すりはち

内証池脅いし‘
空池そら

篭池かご

一の谷池腱ちのた

すげの谷池

奥谷上池蕊たに

奥谷下池撹たに
尾尻池おじり

尾尻奥池fじりお
黒谷池くろたに

三郎池さぶろう

水田新池あずたし

陣山谷奥池難躍
東山谷池難kや
装池よし

池の谷池慥けのた

野の子谷池隠のこたI

梅
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

４０
２
４
０
０
３
０
３
０
０
５
０
８

岳
■

■
ｇ
申
■
■
■

各
■
●
■

１
０
０
６
１
５
４
０
５
６
３
３
５

５
５
５

６
３
３
０
７
３
０
４
１
１
４
５
７

由
◆
■
■
●
毎
巳
■

■
申
申
◆
■

０
０
０
３
０
２
２
２
４
４
０
０
３

艇
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

４1．0

0.18

1．6

17．6

2．0

5．7

0．1

018

0．7

3．6

0，08
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1．1

2．3

2，3

0．4

0．4

0．4

3．5

20．0

2．5

87

0．3

0．5

0．5

3．5

01

15

0．6

0．7

2．5

0－3

(引田町事業課）

耕
作
放
棄
田
、
宅
地
転
用
田
と
耕
作
不
適
地
の
耕
作
放
棄
田
な
ど

が
現
れ
、
溜
池
か
ら
の
水
利
の
必
要
が
な
く
な
り
現
在
四
五
か
所

以
上
の
不
要
溜
池
が
現
れ
て
い
る
。

三
河
ｊ

地
形
上
大
河
川
は
少
な
い
が
、
馬
宿
川
、
小
海
川
を
中
心
に
大

小
合
わ
せ
て
四
四
河
川
が
あ
る
。
次
に
そ
の
河
川
名
な
ど
に
つ
い

て
表
に
示
す
。

、

狸脚．笹。鑿－ー－.

満々と水をたたえる小路池

し
、
干
害
に
よ
る
被

害
は
一
応
ま
ぬ
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
六
一
年
（
一

九
八
六
）
引
田
町
事

業
課
が
調
査
し
た
溜

池
調
査
表
か
ら
、
地

域
ご
と
の
そ
の
数
と

名
称
を
示
す
。
な
お
、

昭
和
四
四
年
（
一
九

六
九
）
か
ら
始
ま
っ

た
稲
作
転
換
に
よ
る

20



第2章地 質

町内の河川とその規模など

21

町管理河川 町管理河川 県管理河川

河川名
延長
(m)
地図
番号

河川名
延長
(m)
地図
番号

河川名
延長
(m)
地図
番号

平池川

古川

榿川

日用谷川

松崎川

南谷川

石池川

北谷川

小入谷jl l

黒谷川

三郎川

柞川

別惣川

新上川

川原谷ﾉI

小海川

池谷川

山谷川

一の谷jI

馬宿川

本村川

井関川

岨
別
帥
肥
別
別
拠
卵
卯
沁
別
記
郡
如
銘

４
９
２
８
１
１
６
９
６
０
８
２
５
５
０

り

り

９

７

１
１

９

１

２
１
１
１
１
１
744

444

294

212

301

655

120

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳
⑳

橘本川

小坂川

堀切川

菜切川

前川

地蔵川

橘谷川

呆田池jil

石上川

矢野川

亀割川

荒倉川

1,屋谷jI

高見川

小路川

東谷川

勾宇谷jI

地神川

足谷川

石引川

松原川

０
０
０
０
０
０
０
１
２

８
９
０
３
４
０
７
６
４

１
６
２
２
２
２
３
９
２
50

０
８
２
８
６
０
４
０
０
０
４

恥
剖
蝿
吃
汚
釦
別
加
妬
弱
邪

⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑳
⑰
⑳
⑳
⑳
⑪
⑫
⑬
⑭

大谷川

坂元川

菜切川

馬宿川

千足川

足谷川

古川

小海川

南谷川

3,299

1,765

1,500

11,918

3,300

2,000

2,480

8,718

1,068

⑮
⑯
⑰
⑬
⑲
⑳
⑪
⑫
⑬



第1編自然。環境

町内の河川名と主要橋

壷
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